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Abstract
From 2003， we have continuously researched（1） whether use of ICT contributes to measures for making 
“classes that are comprehensible” and（2） whether it works as a measure for resolving the emerging social 
problem of “indifference to science and mathematics，” within public elementary and middle school curricu-
lum education classes.
Speciﬁcally， we have proceeded with empirical research by systematically participating in the science cur-
ricula at elementary schools in Kobe City since 2003， and have been investigating methods of using ICT 
within elementary school mathematics curricula since 2006.
At present， regarding our efforts at the elementary schools， we have determined through awareness sur-
veys of students conducted after classes that（1） they are effective in raising “levels of interest，” and “levels 
of understanding of the class as a whole（students feel they understood）” （2） visual materials make classes 
effective， however（3） it is necessary be selective about teaching units in which ICT is used. We have al-
ready reported these results at research conferences.
This time， our goal was the popularization of effective ICT use within mathematics curricula —a subject 
which most elementary school instructors teach. To this end， we ﬁrst conducted an awareness survey of the 
instructors at T Elementary School in Kobe City with regards to their efforts in the mathematics curriculum， 
and studied the results. Based on this， we developed digital materials（animations） conforming to the math-
ematics curriculum textbook， and implemented classes actually using ICT in classes dealing with “volume，” 
which is one of the 6th grade teaching units in the mathematics curriculum. We felt that the traditional meth-
ods would not work well with below-average students， so in addition to the common， general classes nor-
mally conducted in the classroom using a computer， projector， and digital content， we loaded portable ter-
minals（PDAs） with the digital materials created for use in the general class and distributed them to all the 
students. In this way， we devised to meet individual needs within the general class base. After these classes， 
we conducted awareness surveys of the students， and through the overall results considered compatibility 
（小野，平井）
－ 32 －
with individual education and expanding techniques used in class.
In this paper， we shall report on the results of ICT usage， and problems with using ICT in class.
1．はじめに





















































































意識調査の結果，回答数の 100％で「いる」と答え，その人数を「3～4 人」が約 6 割，「5 人以上」が約 4
割と挙げている．その人数も，低・中学年では半数近くの学級担任が「3～4 人」を挙げ，高学年では 2
／ 3 近くが「5 人以上」となった．以上のことから，小学校では，ほとんどの学級に「算数が嫌い」「算数
ができない」と思う児童が顕在化しており，その数は学年が上がるにつれて増加傾向にあるといえる．



























































・神戸市立 T 小学校：2007 年度第 6 学年 4 クラス（145 名） 
・2007 年 11 月上旬～2007 年 12 月下旬
（6）　教科算数（1 時間）の学習の流れ
通常の一斉授業でも ICT を活用することは教師負担が大きいと言われているが，さらに PDA も用い
ることにより教師の負担を大きくすることは明白である．そこで我々は少しでも負担を軽減し，授業実
施が可能となるような活用の方法を考える必要があった．そこで，事前に 1 時間（45 分）の授業方法に
ついて何度も検討を重ね，教室の整備環境や児童の授業態度，担当教師の負担を軽減するよう配慮し実

















































































































Fig.  1.  PDA を利用した算数 1 時間の学習の流れ
教科算数において個に応じた学習を支援する ICT の活用と指導方法の一考察
－ 37 －
Table 2.  授業でのデジタル教材の活用の流れ
時間 小単元名 学習内容 使用教材





















4 直方体・立方体の体積 ・ 体積の公式を生かして，1000cm3 になるいろい
ろな直方体を考える．





5 大きな体積 ・ 長さが m で表される大きな体積の表し方を考
える．
・ 体積の普遍単位 m3 の理解
一斉指導フラッシュ
6 大きな体積 ・ 1m3 は 1 辺が 100cm の立方体の体積であること
から，1m3 を cm3 を用いて表す．













8 練習 ・ 今までに学習したことの確認，および公式を活
用した計算等の習熟
9 体積の求め方の工夫 ・ 直方体を組み合わせた立方体の体積を工夫して
求める．






















除く）はすべて 4 段階評定法（Likert scale）を用い，“たいへん思う”，“少し思う”，“あまり思わない”，“まっ
たく思わない”とした．また，授業の感想等を自由に記述するスペースを調査項目の最後に設けた．
6. 2　アンケート調査の実施



































Table 3.  児童への意識調査の結果




①楽しく勉強すること 44.8 40.0 13.1 2.1
②授業への参加 33.8 40.0 23.4 2.8
③友だちとの協力度合い 31.0 47.6 17.2 4.1
④授業の満足度 44.1 40.7 9.7 5.5
⑤授業への集中度 42.1 45.5 10.3 2.1
⑥ 授業で勉強したことを，もっと調べてみたいか． 13.1 42.1 32.4 12.4
2．思考判断力について
① 自分で問題の解き方を考えることができたか． 57.2 33.1 9.0 0.7
② 授業でき，自分なりに同じ点や違う点を発見
すること（考えること）ができたか．
44.8 42.8 11.0 1.4
③ 考えを出し合い，自分の考えを深めることが
できたか．
33.1 37.9 24.8 4.1




17.2 39.3 35.2 8.3
② 調べたり考えたりしたことを，わかりやすく
伝えることができたか．
14.5 46.2 33.1 6.2
③ 勉強したことを，ノートやプリントにわかり
やすくまとめることができたか．
36.6 35.9 23.4 4.1
4．知識理解力について
① 勉強した内容を，十分理解することができたか． 69.7 24.1 5.5 0.7
② 勉強した内容を，正しく理解することができ
たか．
60.7 31.0 8.3 0.0
③ 勉強した内容を，友だちや先生に正しく説明
できるか．
33.1 44.1 20.7 2.1
④公式や求め方を理解することができたか． 70.3 27.6 2.1 0.0




55.9 34.5 6.9 2.8
② 授業の目標（めあて）を，しっかりつかむこと
ができたか．























［5］　 神戸市総合教育センター，平井尊士，小野賢太郎他『神戸市 ICT を活用したら分かる授業（算数）研究会：平成
17 年～19 年度制作・サンプルコンテンツ CD-ROM』2008．

















□ ①いない　　　□ ② いる  □ ① 1 ～ 2 人　　　□ ② 3 ～ 4 人　　　□ ③ 5 人以上
　2 ．「□いる」に回答した先生にお聞きします．算数が苦手な印象を受ける児童のどのような様子を見て，算数が
苦手という印象をお持ちになりましたか？（複数回答可）




















□ ①はい  □ ①国語　□ ②理科　□ ③社会　□ ④図工　□⑤ 体育　□ ⑥その他（　）　□ ②いいえ
Ⅲ 　算数が苦手な印象を受ける児童に，得意な印象を受ける科目がありますか？（児童が複数の場合は苦手な傾向
にありますか ？）　（複数回答可）
□ ①はい  □ ①国語　□ ②理科　□ ③社会　□ ④図工　□ ⑤体育　□ ⑥その他（　）　□ ②いいえ
Ⅳ 　現在指導する学級に「算数が得意」と思われる児童についてお聞きします．
　1．何人くらいいますか？
□ ①いない　　　□ ②いる  □ ① 1 ～ 2 人　　　□ ② 3 ～ 4 人　　　□ ③ 5 人以上
　2 ．「□いる」に回答した先生にお聞きします．算数が得意な印象を受ける児童のどのような様子を見て，算数が
得意という印象をお持ちになりましたか． （複数回答可）
□ ①加減乗除の意味や計算の仕方を理解し，暗算や筆算など計算が速く正確にできる
□ ②目的に合わせ，単位や計器を選び，正しく測定することができる
□ ③図形の性質や定義を理解し，図形についての感覚が豊かである
□ ④式で表すことや，式をよみとることができる
□ ⑤長さ・広さ・かさ・重さなど，量についての概念が理解できている
□ ⑥整数・小数・分数など，数の仕組みや意味を理解し，数についての感覚が豊かである
□ ⑦図形の性質や定義を活用して問題を解決することができる
□ ⑧数量や図形の変わり方や規則性を見つけ，問題の解決につなげられる
□ ⑨必要な資料を集め，分かりやすく表すことができる
Ⅴ 　算数の指導を進める上で，先生が努力や苦心され，工夫していることはどんなことですか．
資料［2］：児童への意識調査
1．関心意欲について
　①今回の授業は，楽しく勉強することができましたか．
　②今回の授業では，自分から進んで参加することができましたか．
　③今回の授業では，友だちと協力して参加することができましたか．
　④今回の授業は，満足できましたか．
　⑤今回の授業に集中して取り組むことができましたか．
　⑥今回の授業で勉強したことを，もっと調べてみたいと思いましたか．
2．思考判断力について
　①課題に対して，自分で問題の解き方を考えることができたと思いますか．
　②授業では，自分なりに同じ点や違う点を発見すること（考えること）ができたと思いますか．
　③考えを出し合い，自分の考えを深めることができたと思いますか．
　④自分で問題の解き方を考えることができたと思いますか．
3．技能表現力について
　①自分の考えや意見をわかりやすく発表することができたと思いますか．
　②調べたり考えたりしたことを，わかりやすく伝えることができたと思いますか．
　③勉強したことを，ノートやプリントにわかりやすくまとめることができたと思いますか．
4．知識理解力について
　①勉強した内容を，十分理解することができたと思いますか．
　②勉強した内容を，正しく理解することができたと思いますか．
　③勉強した内容を，友だちや先生に正しく説明できると思いますか．
（小野，平井）
－ 42 －
　④［今回の勉強］について，その公式や求め方を理解することができたと思いますか．
　⑤［今回の勉強で出た問題］について，正しく求めることができたと思いますか．
5．その他
　①自分にあった方法やスピードで，進めることができたと思いますか．
　②授業の目標（めあて）を，しっかりつかむことができたと思いますか．
6．授業について感想を自由に書いてください．（自由記述）
